
春
に
向
か
っ
て
日
差
し
が
明
る
く
な
り
、
境
内
の
紅
梅
の
花
も
早
々
と
咲

き
ま
し
た
。

一
方
、
正
月
早
々
の
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
日
本
海
側
の
厳
し
い
寒
さ

の
中
、
復
旧
も
ま
ま
な
ら
ず
、
避
難
先
で
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

七
草
の
「
筒
粥
の
神
事
」・
正
月
例
大
祭
の
御
神
的
神
事
で
は
、「
年
の
前
半

つ
つ
が
ゆ

し
ん
じ

お

ま

と

し

ん

じ

は
水
は
平
年
並
み
、
風
は
や
や
強
い
日
有
」「
年
の
後
半
は
水
は
平
年
並
、

風
は
穏
や
か
な
れ
ど
侮
る
な
」
と
の
御
託
宣
で
あ
り
ま
し
た
。
神
様
の
こ

ご
た
く
せ
ん

と
ば
に
耳
を
傾
け
、
一
年
を
平
穏
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

一
年
に
は
四
季
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
立
春
・
立
夏
・
立
秋
・
立
冬
の
節

目
が
あ
り
ま
す
。
特
に
冬
か
ら
春
に
移
り
変
わ
る
立
春
は
、
節
気
に
よ
る

「
正
月
節
」
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
、
古
く
は
立
春
か
ら
一
年
が
始
ま
る
と

も
さ
れ
て
い
た
た
め
、
立
春
の
前
日
を
「
節
分
」
と
呼
び
、
柊
の
枝
に
鰯

ひ
い
ら
ぎ

い
わ
し

の
頭
を
刺
し
て
戸
口
に
立
て
た
り
、
炒
っ
た
豆
を
撒
い
た
り
、
様
々
な
災
厄

い

ま

さ
い
や
く

を
祓
う
行
事
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

四
年
に
渡
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
よ
う
や
く
下
火
に
な
っ
た
め
、
節
分
の
＊

豆

撒
き
を
、
神
職
・
総
代
と
年
男
・
招
待
の
小
学
生
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

＊
豆
・
お
菓
子
は
撒
き
ま
す
が
景
品
交
換
は
あ
り
ま
せ
ん

今
月
の
行
事

三
日

節
分
祭
（
追
儺
式
）
神
職
・
総
代
・

年
男
・
小
学
生
で
齋
行

＊
文
化
財
火
災
予
防
の
た
め
、
古
神
札
の
お

焚
き
上
げ
は
行
い
ま
せ
ん

四
日

立
春

一
一
日

建
国
記
念
の
日

並
木
町
・
胡
桃
下
稲
荷
神
社
例
祭

後
草
・
水
神
社

神
楽
始
め
祭

一
二
日

初
午

二
三
日

天
皇
誕
生
日

二
五
日

後
草
・
水
神
社

装
束
付
け
祭

「
節
分
祭
」
は
従
来
通
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

福
豆
を
拾
い
、
災
厄
を
祓
い
ま
し
ょ
う
。

例年の豆撒きの様子：密集・密接


